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国立研究開発法人科学技術振興機構との「人工知能技術を用いた革新的 

アプタマー創薬システムの開発」の委託研究契約書締結に関するお知らせ 

 

国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）が公募した戦略的創造研究推進事業

CREST研究領域「イノベーション創発に資する人工知能基盤技術の創出と統合化」※１

において採択された、当社と早稲田大学の共同研究「人工知能技術を用いた革新的ア

プタマー創薬システムの開発」について、本日、JSTとの間で 2020年度委託研究契約

書を締結しましたので、お知らせいたします。   

本事業は、バイオインフォマティクスと人工知能研究に多くの実績を有する早稲田

大学の浜田道昭教授と共同で、当社が手掛ける RNAアプタマーの創薬のプロセスを、

深層学習などの人工知能技術を活用することで自動化し、創薬期間の短縮および創薬

成功率の向上を実現させることを目指すものです。 

本事業の期間は、2018年度から 2020年度で、2020年度に受け取る委託研究開発費

は税込 13百万円であります。 

なお、2021年３月期通期業績への影響は軽微でありますが、その影響については今

後公表する 2021年３月期の業績予想に織り込む予定です。 
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※１  CREST 研究領域「イノベーション創発に資する人工知能基盤技術の創出と統合化」は、
国が定めた戦略目標実現を目的に、科学技術振興機構が運営する戦略的創造研究推進事業の一
つです。本研究領域では、実社会の膨大なデータを知的・統合的かつセキュアに収集・処理・
学習・制御するための人工知能基盤技術と、その成果を組み合わせることにより社会問題の解
決と産業の自動化・最適化に貢献するイノベーション創発に資する技術の確立が目指されてい
ます。 
http://www.jst.go.jp/kisoken/crest/research_area/ongoing/bunyah28-4.html  

http://www.jst.go.jp/kisoken/crest/research_area/ongoing/bunyah28-4.html

